
 
 
 
 
 
 
 
 
  
夏休み前半が終わります ２学期まであと２２日！ 

 
もうすぐ夏休み前半が終了します。生徒のみなさん、充実した夏

休みを送っていますか。蝉の声が聞こえる中、部活動や自習教室な

どで登校するみなさんは、真っ黒に日焼けをして、元気に活動する

様子がうかがえます。部活動は、新しいチームで秋の新人大会等に

向けて、チームとしての土台を築く大切な時期です。限られた時間

の中、しっかり活動しましょう。 
 
今年の夏は全国的に猛暑で、ここ数日は「熱中症警戒アラート」

が発令されています。運動部のみなさんは、こまめに休憩を取りな

がら、水分や塩分を補給しながら活動してください。規則正しい生活を心掛け、体調がよくない

ときは決して無理をしないでください。登下校時にはできるだけ日傘を使ったり、帽子をかぶっ

たりして、直射日光を避けるようにしてほしいと思います。 
 
今週末の１１日（祝・金）から１週間、学校閉庁期間となります。３年生は引き続き受験勉強

を継続し、１、２年生は夏休み前半、頑張った部活動の疲れをとるために十分に体を休めるとと

もに、最後に焦らないように計画的に夏休みの課題に取り組んでほしいと思います。もちろん、

自分の時間もいつも以上に十分ありますから、普段できないことにも取り組んでほしいと思いま

す。 
 
学校閉庁期間後は、２２日（火）から全中陸上競技が始まり、２００ｍ、走高跳、４×１００

ｍリレーと本校から３種目に出場します。また、県立武道館より佐渡谷選手が全中柔道競技大会

に出場します。選手のみなさん、頑張ってください！２３日（水）は登校日です。。今一度、夏休

みのしおりや学年だよりなどで日程や課題提出の確認をしてください。２学期まであと２２日！ 
 

北信越大会陸上競技 男子１００ｍで北信越中学新記録！ 
 
 ８月２日（水）令和５年度第４４

回北信越中学校総合競技大会・陸

上競技が西部緑地公園陸上競技場

で行われました。本校から男子１

００ｍに清水選手、２００ｍに二

口選手、男子走高跳に中西選手、女

子２００ｍに吉田選手、女子１５

００ｍに久田選手、男子４×１００

ｍリレーに出場しました。 
 
 男子１００ｍでは、清水選手が

予選でいきなり大会新記録・北信

越中学新記録の１０秒７８をマークしました。本人は決勝に向けてまだ余力を残し、１０秒６台

を狙っていたようですが、決勝では２回のリスタートがあり、結果は予選と同タイムの１０秒７

８でした。アクシデントがあってもしっかり結果を残した清水選手、おめでとうございます！ 
 
 猛暑の中、各種目で健闘した選手のみなさん、お疲れ様でした。北信越の猛者と競り合った経

験はとても貴重で、今後の競技生活だけでなく学校生活においても大きくプラスになるはずで

す。また、活躍の場が残されている選手のみなさん、全国大会等に向けてしっかり調整し、思う

存分実力を発揮してきてください！応援しています！ 
 

【自習教室で勉強する生徒の様子】 
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＊学校便り作成にあたり、生徒の文章や写真を使用する場合があります。長田中学校個人情報
取扱規程を遵守しておりますが、お気付きの点がありましたら学校までご連絡ください。 

 

https://youtu.be/i4Lpt_HXZEI


県吹奏楽コンクール金賞・県代表！ 
 
７月２９日（土）に行われた「石川県吹奏楽コンクール」

で、見事、金賞・県代表に輝きました！吹奏楽部のみなさん、

おめでとうございます！吹奏楽部は、１２日（土）に行われ

る北陸大会に出場し、全国大会を目指します。がんばれ！吹

奏楽部！ 

 

８月６日は、広島「原爆の日」 被爆７８年 
 
広島は６日（日）、被爆７８年の「原爆の日」を迎えました。原爆投下時刻の午前８時１５分に合

わせて開かれた平和記念式典には、原爆で亡くなった人たちの遺族や、地元選出の岸田文雄首相らが

参列しました。生徒のみなさんに、こども代表による「平和の誓い」を紹介します。 

 

【平和への誓い】 
 

みなさんにとって「平和」とは何ですか。 

争いや戦争がないこと。 

差別をせず、違いを認め合うこと。 

悪口を言ったり、けんかをしたりせず、みんなが笑顔になれること。 

身近なところにも、たくさんの平和があります。 
 

昭和２０年（１９４５年）８月６日 午前８時１５分。 

耳をさくような爆音、肌が焼けるほどの熱。 

皮膚が垂れ下がり、血だらけとなって川面に浮かぶ死体。 

子どもの名前を呼び、「目を開けて。目を開けて。」と、叫び続ける母親。 

たった一発の爆弾により、一瞬にして広島のまちは破壊さ

れ、悲しみで埋め尽くされました。 
 

「なぜ、自分は生き残ったのか。」 

仲間を失った私の曽祖父は、そう言って自分を責めました。 

原子爆弾は、生き延びた人々にも心に深い傷を負わせ、 

生きていくことへの苦しみを与え続けたのです。 
 

あれから７８年が経ちました。 

今の広島は緑豊かで笑顔あふれるまちとなりました。 

「生き残ってくれてありがとう。」 

命をつないでくれたからこそ、今、私たちは生きています。 
 

私たちにもできることがあります。 

自分の思いを伝える前に、相手の気持ちを考えること。 

友だちのよいところを見つけること。 

みんなの笑顔のために自分の力を使うこと。 
 

今、平和への思いを一つにするときです。 

被爆者の思いを自分事として受け止め、自分の言葉で伝えていきます。 

身近にある平和をつないでいくために、一人一人が行動していきます。 

誰もが平和だと思える未来を、広島に生きる私たちがつくっていきます。 
 

令和５年(２０２３年)８月６日 

こども代表 広島市立牛田小学校６年 勝岡 英玲奈、広島市立五日市東小学校６年 米廣 朋留 

【中国新聞デジタル記事参照】 

 

今年で戦後７８年を迎えます。戦争を生き延びた人は高齢化し、当時のことを知る人はどんどん減っ

てきていますが、平和への思いを若い世代へ託そうと、発信を続ける人もいます。私たちは、同じ苦

しみを二度と繰り返さないために、戦争を知る人からのバトンをしっかり受け取り、後世へとつなげ

ていかなければなりません。生徒のみなさんも考えてみてください。 

【平和記念式典で「平和の誓い」読む小学生】 


